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(57)【要約】
　スプラインをレールに組み立てるためにスプライン／
レールタイプのフレームと共に使用するためのスプライ
ン取り付け装置。フレームサブアセンブリを受け入れる
ためのプラットフォームを画定するベース部と、プラッ
トフォームの周囲に配置され、ベースに連結された複数
のリンク機構とを含む装置。各リンク機構は、囲い支持
面がプラットフォームに対して９０度以外の角度にある
第１の位置と、フレームサブアセンブリを所定位置に係
止し保持するために、囲い支持面がプラットフォームに
対して少なくとも実質的に９０度の角度に設定される第
２の位置との間で移動するように構成される。リンク機
構はさらに、スプラインをレールに対して定位置に係止
するためのスプライン取り付けツールを受け入れるよう
に構成されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のレール部を含む留め継ぎフレームベースであって、前記複数のレール部は、複数
の留め具によって前記留め継ぎフレームベースの複数のコーナにおいて接合され、各レー
ル部は平坦な着地部を含み、前記複数の留め具のそれぞれは、前記複数のコーナの１つを
画定する隣接するレール部の前記着地部に取り付けられており、各レール部はガラスプレ
ートおよび印刷物を受け入れるための第１表面を含み、各レール部は、内向きのリテーナ
リップを含む、留め継ぎフレームベースと、
　前記複数のレール部とスナップ嵌合するように構成された複数のスプラインであって、
各スプラインは、前記各スプラインと前記各レール部との間に前記ガラスプレートおよび
前記印刷物を固定するために、それぞれの前記レール部のうちの１つの前記第１表面に面
する第２表面を有する、複数のスプラインと、
　前記複数のレール部とスナップ嵌合するように構成された複数のコーナインサートであ
って、各コーナインサートは、前記複数のコーナインサートを対応するレール部に連結す
るために前記対応するレール部の前記リテーナリップと係合する、外側に向けられた複数
の傾斜タブを有する、複数のコーナインサートと
　を備える、フレームアセンブリ。
【請求項２】
　各レール部に大入れが形成され、各コーナインサートが、１つのレール部の１つの大入
れ内、および、前記複数のコーナのうちの１つを画定する、隣接するレール部の１つの大
入れ内に受け入れられる、Ｌ字形接続稜部を有する、請求項１に記載のフレームアセンブ
リ。
【請求項３】
　各コーナインサートは、中空内部を有し、複数の係止タブが前記中空内部の内面に沿っ
て形成される、請求項１または２に記載のフレームアセンブリ。
【請求項４】
　各コーナインサートの１つのコーナにスロットが形成され、前記スロットの２つの側壁
を撓ませることを可能にする、請求項３に記載のフレームアセンブリ。
【請求項５】
　前記複数のコーナインサートと嵌合するように構成された複数のコーナキャップをさら
に備え、各コーナキャップは、１つのコーナインサートの前記中空内部と共に受け入れら
れる、外側に突出する突起部を含み、前記突起部の側壁に複数の開口部が形成され、前記
複数の開口部が前記１つのコーナインサートの前記複数の係止タブを受け入れることで、
前記１つのコーナインサートとスナップ嵌合する前記各コーナキャップをもたらす、請求
項３または４に記載のフレームアセンブリ。
【請求項６】
　各コーナキャップは、前記突起部が第１面から外向きに延びる平面ベースを含み、前記
平面ベースはまた、前記平面ベースの周縁部に沿って形成され、かつ、前記第１面から外
向きに延びる、Ｌ字形保持壁を含む、請求項５に記載のフレームアセンブリ。
【請求項７】
　前記各コーナキャップの前記突起部のそれぞれ、および、前記コーナインサートのそれ
ぞれは、多角形の形状を有する、請求項６に記載のフレームアセンブリ。
【請求項８】
　前記平面ベースには、開口部が貫通して形成され、前記開口部は、前記突起部の中空内
部への入口を形成する、請求項６または７に記載のフレームアセンブリ。
【請求項９】
　複数のバンパーをさらに備え、各バンパーは前記複数のコーナキャップのうちの１つの
前記開口部内に受け入れられる、請求項８に記載のフレームアセンブリ。
【請求項１０】
　前記複数の留め具はＶ字形釘を含む、請求項１から９のいずれか一項に記載のフレーム
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アセンブリ。
【請求項１１】
　各コーナインサートが１つの留め具を覆って配置される、請求項１から１０のいずれか
一項に記載のフレームアセンブリ。
【請求項１２】
　各スプラインが、バッカーパネルを受け入れるように構成された凹部を含み、各コーナ
キャップが１つの対応するコーナインサートと嵌合するときに、前記Ｌ字形保持壁は、前
記バッカーパネルを閉じ込めるように位置決めされる、請求項６から９のいずれか一項に
記載のフレームアセンブリ。
【請求項１３】
　前記複数のスプラインのうちの１つに形成された溝内に固定されるハンガーをさらに備
える、請求項１から１２のいずれか一項に記載のフレームアセンブリ。
【請求項１４】
　フレームと共に使用するためのスプライン取り付け装置であって、
　フレームサブアセンブリを受け入れるためのプラットフォームを画定するベースと、
　前記プラットフォームの周りに配置され、かつ、前記ベースに連結される、複数のリン
ク機構であって、各リンク機構は、囲い支持面が前記プラットフォームに対して９０度以
外の角度にある第１の位置と、前記フレームサブアセンブリを所定位置に係止し保持する
ために、前記囲い支持面が前記プラットフォームに対して少なくとも実質的に９０度の角
度に設定される第２の位置との間で移動するように構成される、複数のリンク機構と
　を備えるスプライン取り付け装置。
【請求項１５】
　前記プラットフォームの面が多角形の形状を有し、１つのリンク機構が前記プラットフ
ォームの面の各辺に沿って配置される、請求項１４に記載のスプライン取り付け装置。
【請求項１６】
　各リンク機構は、ベース部品と、囲い部品と、前記囲い部品を前記ベース部品に枢動可
能に連結するリンク機構部品とを有し、前記囲い部品は前記囲い支持面を含み、前記ベー
ス部品は、ハンドルの移動により前記囲い部品が枢動し、前記囲い支持面が前記第１の位
置と前記第２の位置との間を移動するように構成された前記ハンドルを含む前記ベースお
よび前記リンク機構部品に取り付けられる、請求項１４または１５に記載のスプライン取
り付け装置。
【請求項１７】
　前記ベースは、前記ベース部品が取り付けられる４つのコーナ片を含み、前記プラット
フォームが前記コーナ片の間に配置される、請求項１６に記載のスプライン取り付け装置
。
【請求項１８】
　前記囲い部品が、前記囲い支持面の上方に配置され、かつ、前記囲い支持面の長さにわ
たって延びる、凹状ツールフック部分を含む、請求項１６または１７に記載のスプライン
取り付け装置。
【請求項１９】
　前記凹状ツールフック部分は、前記囲い支持面の全長に沿って延びる、請求項１８に記
載のスプライン取り付け装置。
【請求項２０】
　前記囲い部品は、前記ベース部品のヒンジフックと嵌合して前記囲い部品を前記ベース
部品にヒンジ接続するヒンジを含み、一方で、前記リンク機構部品は、前記ベース部品お
よび前記囲い部品の両方に枢動可能に連結される、請求項１８または１９に記載のスプラ
イン取り付け装置。
【請求項２１】
　ハンドルと、ツールヘッドピボットおよびツールヘッド支持面を有するヘッドとを含む
スプライン挿入ツールをさらに含み、前記ツールヘッドピボットは、前記囲い部品の前記
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凹状ツールフック部分に自由にかつ摺動可能に係合して前記凹状ツールフック部分の中で
枢動することを可能にすることで、前記フレームの一部を形成し、かつ、前記フレームを
完成させるためにベースレールと嵌合する、スプラインに漸進的に力を加えるために前記
ツールヘッド支持面を前記プラットフォームに対して動かすように構成される、請求項１
８から２０のいずれか一項に記載のスプライン取り付け装置。
【請求項２２】
　前記ツールヘッドピボットは、前記ヘッドから突出する、丸みを帯びた突起部を備える
、請求項２１に記載のスプライン取り付け装置。
【請求項２３】
　ベースフレームを形成するために複数のスプラインを複数のベースレールに接合する方
法であって、
　フレームサブアセンブリを受け入れるためのプラットフォームを画定するベースと、
　前記プラットフォームの周りに配置され、かつ、前記ベースに連結される、複数のリン
ク機構であって、各リンク機構は、囲い支持面が前記プラットフォームに対して９０度以
外の角度にある第１の位置と、前記囲い支持面が前記プラットフォームに対して少なくと
も実質的に９０度の角度に設定される第２の位置との間で移動するように構成される、複
数のリンク機構と
　を含むスプライン取り付け装置を提供する段階と、
　フレームサブアセンブリを前記プラットフォーム上に配置する段階であって、前記フレ
ームサブアセンブリは互いに接合された前記複数のベースレールを含む、段階と、
　前記複数のリンク機構を前記第１の位置から前記第２の位置に移動させることで、前記
フレームサブアセンブリが、前記フレームサブアセンブリの外側に延在する前記囲い支持
面の間の所定位置に係止され保持される段階と、
　前記複数のスプラインを前記複数のベースレールと緩く係合させる段階と、
　前記複数のリンク機構の１つに枢動可能に連結されたスプライン挿入ツールを用いて前
記複数のスプラインのうちの１つに漸進的に力を加えることで、前記複数のスプラインの
うちの前記１つが、前記複数のベースレールの対応する１つにスナップ嵌合し、前記スプ
ライン挿入ツールを使用して、前記複数のスプラインのすべてを前記複数のベースレール
のすべてにスナップ嵌合して前記ベースフレームを完成させる段階と
　を備える、方法。
【請求項２４】
　前記プラットフォームの面は多角形の形状を有し、１つのリンク機構が前記プラットフ
ォームの面の各辺に沿って配置される、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　各リンク機構は、ベース部品と、囲い部品と、前記囲い部品を前記ベース部品に枢動可
能に連結するリンク機構部品とを含み、前記囲い部品は前記囲い支持面を含み、前記ベー
ス部品は、ハンドルの移動により前記囲い部品が枢動し、かつ、前記囲い支持面が前記第
１の位置と前記第２の位置との間を移動するように構成された前記ハンドルを含む前記ベ
ースおよび前記リンク機構部品に取り付けられる、請求項２３または２４に記載の方法。
【請求項２６】
　前記ベースは、前記ベース部品が取り付けられる４つのコーナ片を含み、前記プラット
フォームは前記コーナ片の間に配置される、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記囲い部品は、前記囲い支持面の上方に配置され、かつ、前記囲い支持面の長さにわ
たって延びる、凹状ツールフック部分を含む、請求項２５または２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記凹状ツールフック部分は、前記囲い支持面の全長に沿って延びる、請求項２７に記
載の方法。
【請求項２９】
　前記囲い部品は、前記ベース部品のヒンジフックと嵌合して前記囲い部品を前記ベース
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部品にヒンジ接続するヒンジを含み、一方で、前記リンク機構部品は、前記ベース部品お
よび前記囲い部品の両方に枢動可能に連結される、請求項２７または２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記スプライン挿入ツールは、ハンドルと、ツールヘッドピボットおよびツールヘッド
支持面を有するヘッドとを含み、前記ツールヘッドピボットは、前記囲い部品の前記凹状
ツールフック部分に自由にかつ摺動可能に係合して前記凹状ツールフック部分の中で枢動
することを可能にすることで、前記複数のスプラインのうちの前記１つに漸進的に力を加
える前記段階を行うために前記ツールヘッド支持面を前記プラットフォームに対して動か
すように構成される、請求項２７から２９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３１】
　前記ツールヘッドピボットは、前記ヘッドから突出する、丸みを帯びた突起部を含む、
請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記スプライン挿入ツールを使用する前記段階は、前記複数のスプラインのうちの前記
１つの全長に沿って漸進的に力を加える前記段階を行うように、前記複数のリンク機構の
うちの１つの凹状ツールフック部分内で前記スプライン挿入ツールを軸方向に動かすこと
を含む、請求項２３から３１のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、各々があたかもそれぞれの全体が本明細書に明確に記載されているかのよう
に、参照により本明細書に組み入れられる、２０１６年１２月２０日に出願された米国特
許出願第６２／４３６，９５８号明細書、２０１５年７月２１日に出願された米国特許出
願第６２／２３１，９６９号明細書、２０１６年５月１３日に出願された米国特許出願第
６２／３３５，７５１号明細書、２０１６年９月１４日に出願された米国特許出願第１５
／２６５，４１７号明細書に基づく優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　透明材料の２枚の板の間に平らなものを閉じ込めるという考えは、板ガラスの発明とほ
ぼ同じくらい古い。本発明は、印刷画像が、特に、２枚の透明板の間に容易に配置され保
持され、２枚の透明板は次にフレーム内に保持されることを可能にする新規な構造を記載
する。
【０００３】
　従来の構造では、２枚のガラス板の間の圧力が画像を定位置に挟み、次に一対のガラス
板が、例えば木製の額縁の裏側の溝内に固定される。画像は周囲の背景に対して前に浮い
ているように見え、多くの場合、開いたガラスの周囲の領域が不透明な絵のマットの代わ
りに美的に使用されている。
【０００４】
　この構成は魅力的な外観を生み出すが、いくつかの課題がある。第一に、ガラス板は取
り扱いが危険であり、衝撃または落下による衝撃または破損を受けやすい。第二に、透明
な周囲を有する画像は、フレームの内側を見ることを可能にし、それは、フレームをどの
ように魅力的に組み立てて仕上げることができるかに制約を課す。第３に、木材成形品の
ような一般的な寸法材料の季節的変動を考慮すると、対をなす板を互いに確実に固定する
ことは困難である。
【発明の概要】
【０００５】
　したがって本発明は多数の新規性を提案する。閉じ込め板は、選択的に成形プラスチッ
クから構成されてもよく、したがって機能的部品を含んでもよい。これらの機能的部品の
中には、特定の寸法の画像を見つけて保持するための凹状トレイ、少なくとも１本の指を
挿入して凹状トレイから画像を持ち上げるための開口部、および分離したり緩んだりでき
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ない２枚の透明板の間の張力を維持する一体型張力システムがある。
【０００６】
　位置合わせトレイまたは指穴のような機能的特徴は一方の板に配置されてもよく、他方
は単純な平らな板でもよい。機能的部品はまた、２枚の板の間で選択的に分けられてもよ
い。あるいは、示されるように、いくつかの機能は選択的に外側固定具と、透明なガラス
またはポリマーの単純なカット板素材から作られた閉じ込め板とに統合されてもよい。
【０００７】
　機能的部品を保持する板は、アクリルまたはスチレンなどの透明ポリマー材料を用いて
射出成形することができる。剛性、耐久性、透明度、耐紫外線性、反射性、質感、複屈折
性、製造性、耐引っかき性のために様々な材料の組み合わせを選択することができ、また
は他の品質を当業者に利用可能な知識に従って選択することができる。
【０００８】
　あるいは、露出面は、例えばガラス製であり、ガラスはフレームに予め取り付けられて
いるので、ガラスの鋭い縁部はフレームレールによって保護されている。この実施形態で
は、二次的な組み立ては、最小限の傷害の危険性で達成することができる。ガラスの相対
的な剛性のために、扱いやすいように透明なプラスチック板でできている透明バッカーは
、厚さを薄くすることができる。
【０００９】
　厚さが薄くなるとプラスチック板は比較的柔軟になり、上述のようにこの修正は、凹状
トレイを保持する成形部品の代わりに有用かつ経済的に使用できることが分かった。本明
細書に開示されている規定は、印刷画像とフレームとの正確な位置合わせを可能にする。
　外側位置合わせ固定具
【００１０】
　この変形例では、フレームに対して画像を所定の位置に配置する、前述の凹状トレイと
同じ能力を有する外側位置合わせ固定具を使用することができる。
【００１１】
　成形された外側位置合わせ固定具を使用する場合、成形された位置合わせ部品のコスト
は多数のフレームにわたって分配され得る。外側固定具は、典型的には、凹状の透明ディ
スプレイパネルが有するであろういくつかの特徴を有するが、さらなる機能的特徴も有す
ることができる。
【００１２】
　例えば、位置合わせ特徴が最終フレームアセンブリに一体化される変形例と共通して、
外側位置合わせ固定具は、予想される印刷物の寸法を有する凹状トレイを有用に含むこと
ができ、かつ固定具を通って開放する指穴を有して印刷物を凹部から容易に持ち上げるこ
とができる。
【００１３】
　位置合わせ固定具は、２番目に大きなトレイを含むことができ、その周囲は透明なバッ
カー板を含むような大きさである。また、外側位置合わせ固定具は、透明材料で製造する
必要はなく、支持、マーク、および組み立てを容易にして誤りを最小にすることを意図し
た他のしるしを保持することができる。この場合、組み立て者は、フレームの最終組み立
て中に透明板上に指紋を残すことを心配する必要はない。
　スナップ嵌め
【００１４】
　本発明内のフレームサブアセンブリはまた新規な特徴を含む。すなわち、フレームサブ
アセンブリは本質的に２つのフレーム構造を含み、そのうちの最初のものは予め組み立て
られている。予め組み立てられたフレームは、中間スナップ嵌めアレイをそれに取り付け
ることができるようにレリーフ輪郭を備えている。このスナップ嵌めアレイは射出成形に
適している。スナップ嵌めは直線状でもよく、または機能的に成形されたコーナインサー
トに一体化されてもよい。
　隠し留め具
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【００１５】
　本発明内に記載されたフレームは、フレームシステムが完全に組み立てられると隠され
る留め具を用いて組み立てられてもよく、その結果目に見える釘、貝折れ釘、または他の
留め具がないという利点を有する。Ｖ字形釘、ステープル、波形留め具、またはプラスチ
ックの「ボウタイ」は、本発明の範囲内でそのような目的に有用に使用され得る。
【００１６】
　本発明の新規で有利な性質は、ステープル、留め具、またはＶ字形釘をフレームの背面
と前面との間に形成されたランド上に配置することができ、最終組み立て後に隠すことが
できることである。さらに、正面からの締め付けは魅力的ではなく、一方背面からの締め
付けは留め継ぎの最も目に見える面が開いて知覚できるほどの隙間を残すことを可能にす
るので、この位置は留め継ぎを閉じた状態に保つための最適な位置であることが分かった
。
【００１７】
　スナップ嵌めアレイは、予め組み立てられたフレームと二次フレーム要素の両方と係合
する取り付け特徴を含む。例示的な実施形態では、スナップ嵌めは、挿入が主要でありか
つ引き抜きに対して比較的耐性があるように、予め組み立てられたフレームの各レールと
係合するように工夫されている。
【００１８】
　二次フレームに関連するスナップピンまたはキャップは、確実で明白な位置決めおよび
組み立てを提供するが、意図的により可逆的である。このようにして、二次フレーム要素
を自由に挿入したり取り外したりすることができ、その一方でプラスチックのスナップ嵌
めアレイは予め組み立てられたフレーム上の適所に留まる傾向がある。
【００１９】
　スナップ嵌めアレイは、モジュール式部品として設計することができ、単一の長さのレ
ールまたは成形品内に複数の部品を位置合わせすることができる。このようにして、各状
況に対して大きな金型を製作するコストをかけずに、より大きな寸法のフレームを収容す
ることができる。
　積層取り付けシステム
【００２０】
　二次フレームは、いくつかの個別部品を含む。本発明の長方形の用途では、４つの線形
スプラインが４つのプラスチックコーナ部分と寸法的に一致している。部品は、コーナ部
分とスプラインがすべて所定の位置にスナップ嵌めされ、信頼性があり、連続的で視覚的
に好ましい方法で合致するように工夫されている。
【００２１】
　これらの部品はまた、セットバックまたは溝も含むため、平らなバッカーボードはシャ
ドーボックス効果を作り出すために取り外し位置に保持することができる。バッカーボー
ドは不透明である必要はないが、不透明、透明、半透明、それらの組み合わせ、または想
像可能な方法でパターン化されていてもよい。
【００２２】
　組み立て工程は以下のように要約することができる。係合可能な表面特徴部、典型的に
は溝を有する４つの成形品が、留め継ぎされ矩形に固定される。フレームは、第２の組み
立て位置への残りの部品を含むキットとして提供される。この段階で、透明材料の板を選
択的にフレームに予め取り付けることができる。
【００２３】
　任意にかつ便利には、フレームは、第２の組み立て位置への残りの部品を含むキットと
して提供されてもよい。本発明では、二次アセンブリは、典型的には、木材成形品および
スナップ嵌めの設計に固有のものを除いて、機械的建具を必要としない。テープを使用し
て写真を透明な裏当て板に固定する場合を除き、接着剤は不要である。フレームは一連の
簡単な動作によって完成する。
　印刷物位置合わせ、第１の実施形態
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【００２４】
　第１の実施形態では、予め組み立てられたフレームは平面上に置かれる。所定のサイズ
の印刷画像が、射出成形板内の浅い凹状トレイと共に配置される。第２板は、印刷画像を
保持する板の上に置かれて２枚の板の整列したペアを作る。板を裏返してフレーム内に配
置される。
　印刷物位置合わせ、第２の実施形態
【００２５】
　第２の実施形態では、予め組み立てられたフレームがやはり平らな表面上に置かれてい
るが、この実施形態では、１枚の透明板がフレーム内に予め取り付けられている。予め定
められたサイズの印刷画像が、外側位置合わせ固定具内の浅い凹状トレイと共に置かれる
。典型的には両面接着テープの１つまたは複数のストリップの形態の接着剤が、印刷画像
の背面に塗布される。次に、透明な裏当て板を印刷画像の上かつ２番目の大きな凹状トレ
イ内に置く。次に、このサブアセンブリを固定具から取り外してフレームに配置する。
　アセンブリの概要
【００２６】
　本発明の以前のバージョンと同様に、本発明に従って製造されたスプラインおよびフレ
ームは、蝶番を付けられた囲いを有する固定具の形態の組立補助具を使用することによっ
て、未熟なオペレータによって迅速かつ首尾よく組み立てられ得る。好ましくは、囲いが
閉じられているときに、囲いの回転中心がフレームの縁に当たらないように、囲いは心な
しヒンジで考案される。そのような固定具の詳細な実施形態は、本明細書において後述さ
れる。
【００２７】
　実施形態に関係なく、４つの初期スナップ嵌め部品がフレームに挿入され、所定の位置
にスナップ嵌めされる。スプラインはフレームに可逆的にはめ込まれるか押し込まれる。
【００２８】
　二次スナップ部品は、レールをさらに固定するためにコーナに取り付けられる。スプラ
インはそれから噛み合った透明板を支えて、印刷物を閉じ込めて板材料の積層体をフレー
ムに押し付ける。この手順は、熟練していない組み立て者によって最小限の時間で組み立
てることができる魅力的なグラフィックアート製品を生み出す安全で清潔でセキュアな方
法を提供する。
【００２９】
　平らなまたはパターン化されたバッカーボードを提供された凹部に選択的に取り付ける
ことができるか、または画像を壁または他の既存の仕切りのような周囲の背景に開いたま
まにすることができる。バッカーボードは、その反対側の面に異なる色、仕上げ、パター
ン、または画像を用いて、可逆的であるように工夫することができる。バッカーボードは
、例えば、特定のインクまたは追加のラミネーションを受け入れるために、テクスチャ加
工またはコーティングを施して処理することができる。
【００３０】
　フレームは、それ自身でまたはスタンドの上に立つことができるか、あるいは壁に置く
ように金具を備えることができる。フレームまたはレールは、フックまたはハンガーを互
換的に取り付けるために溝またはチャネルを適合して工夫されてもよい。本発明の特徴は
様々に統合することができ、また多様なプロセスおよび材料を通して実施することができ
る。
【００３１】
　本発明は、以下の説明および図面を参照することによって理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】印刷物フレームの主要要素の分解図である。
【図２】フレーム輪郭の断面図である。
【図３】表面の一部の上に共形仕上げ層を有するフレーム輪郭の断面図である。
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【図４】スプライン輪郭の断面図である。
【図５】その表面の一部の上に共形仕上げ層を有するスプライン輪郭の断面図である。
【図６】スプラインおよびレールの輪郭の概略断面図であり、それらの相補的な相互嵌合
構造を示している。
【図７】ガラス板が予め取り付けられている、接合された、留め継ぎフレームを含むサブ
アセンブリの概略斜視図である。
【図８】インサートをフレームに、コーナキャップをインサートにスナップ嵌めするため
の傾斜したタブを示し、インサートの開口端部を示す、中空成形コーナインサートの斜視
図である。
【図９】「Ｌ」の内側に面し、図８に示されているコーナインサートの対応するタブと接
続する２つの長方形の戻り止めを示すコーナキャップの底面図である。
【図１０】弾性バンパー用の傾斜した穴を示すコーナキャップの平面図である。
【図１１】例示的な図１に示されているフレームおよび印刷物のサイズに対応する印刷物
位置合わせ固定具の平面図である。
【図１２】サブアセンブリに併合するために相対位置に配置された固定具、写真、テープ
の２つのストリップ、および透明な裏当て板を示す位置合わせ固定具の分解斜視図である
。
【図１３】フレームとコーナキャップの両方に係合するコーナインサートの構造的特徴を
示す、組み立てられたフレームのコーナの断面斜視図である。
【図１４】コーナキャップを所定の位置に示し、Ｖ字形釘の内側の隠された位置を特定す
る破断立面図である。
【図１５】本発明と互換的に使用される金属ハンガーの図である。
【図１６】不透明なバッカーボードを含み、要素浮遊フォトフレームの最終位置を示す、
組み立てられたシャドーボックスフレームの背面斜視図である。
【図１７】組立固定具の図示の変形例で使用されているアルミニウムベース押出し成形品
の断面図である。
【図１８】組立固定具の図示の変形例で使用されているアルミニウム囲いの押出し成形品
の断面図である。
【図１９】その下降位置にある係止リンク機構の詳細な概略端面図である。
【図２０】上昇位置にある係止リンク機構の詳細な概略端面図である。
【図２１】成形された固定具コーナブロックの斜視説明図であり、コーナブロックを越え
た位置まで分解された材料位置決めねじをツールホルダに示している。
【図２２】スプライン挿入ツール単体の詳細斜視図であり、ツールヘッド押出し成形品の
断面形状を示す。
【図２３】作業アセンブリ固定具、降下した囲いの斜視図である。
【図２４】作業アセンブリ固定具、隆起した囲いの斜視図である。
【図２５】ツールが隆起した角度で定位置にある、囲いが隆起した、組み立てられた作業
固定具を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　図１は、完成した印刷物フレームアセンブリ８００の分解図である。印刷物フレームア
センブリ８００は、既にフレーム内に接合された留め継ぎレールと、組み立てられたフレ
ーム内に既に設置されたガラスとを安全かつ有用に備えている。図１は、予め組み立てら
れた留め継ぎフレーム６００を示す。予め組み立てられた留め継ぎフレーム６００は、図
２および図３に示す輪郭を有するフレーム素材１００の４個の留め継ぎ部分を用いて作製
される。レール部分は、短い留め継ぎレール１００Ａと長い留め継ぎレール１００Ｂとに
よって、図示された例示的な長方形のフレーム内で表されている。
【００３４】
　留め継ぎ角は、本明細書ではＶ字形釘を使って接合される。Ｖ字型釘は通常細いゲージ
の硬化鋼で作られた直角のコネクタであり、理想的にはフレーム素材を分割せずにフレー
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ム部品をしっかりと接合するためにフレーミング業界で使用される。
【００３５】
　しかしながら、フレームの平らな背面上のＶ字形釘の典型的な位置は、示されている木
材成形設計では利用できないことが理解されよう。代わりに、本発明では、図１４を参照
することによってより完全に理解され得るように、Ｖ字形釘２が明示的かつ良心的に工夫
されたランド１１０に設置される。
【００３６】
　図１に戻ると、典型的にはガラス板１０は、接着剤７０のビードを使用して予め組み立
てられたフレームに接着され、このサブアセンブリは箱入りフレームアセンブリキットの
部品として提供される。図１および図１６を参照することによって最も簡単に理解され得
るように、写真取り付けプロセスが完了すると、ボックスは、完成した閉じ込めた写真ま
たはアートディスプレイのためのプレゼンテーションボックスとして再使用され得る。
【００３７】
　写真取り付けプロセスでは、ガラスが事前に取り付けられた留め継ぎフレームを平らな
面に裏返す。図１１および図１２に示した印刷物位置合わせ固定具を使用して、次に例示
的な印刷物２０を透明プラスチック支持板３０の片面に取り付ける。平面材料の積層体が
フレーム内に設置された。図１において、マットボードバッカーパネル４０、４つの短い
スプライン２００Ａ、４つの長いスプライン２００Ｂ、４つの中空コーナインサート３０
０、４つのコーナキャップ４００、４つのバンパーパッド５０、および金属ハンガー５０
０は、それらの最終的な挿入の順番およびモードに対する位置で実質的に示される。
【００３８】
　図１７から図２５に示されているスプライン取り付け固定具２０００は、本願に記載さ
れている印刷物取り付けシステムと共に柔軟かつ有利に使用することができ、あるいは参
照によりその全体が本明細書に組み込まれる、係属中の米国特許出願第１５／２６５，４
１７号明細書に記載されている生地取り付けシステムにも等しく交換可能に使用できる。
【００３９】
　本実施形態では、コーナインサート３００が予め組み立てられたフレーム６００にスナ
ップ嵌めされ、スプライン２００がコーナインサート３００の間でフレーム６００の４つ
の側面に沿って挿入され、最終的にガラス板１０、写真２０、および透明プラスチック支
持板３０からなる積層を支える。
【００４０】
　マットボードバッカーパネル４０はスプライン素材２００内の適合する凹部内にセット
され、コーナキャップ４００はコーナインサート３００内にはめ込まれて材料のセット全
体を固定し保持する。４つのバンパーパッド５０は典型的にはエラストマーのような弾性
材料からなる。図１５に詳細に示されている金属ハンガー５００は、スプライン素材１０
０の輪郭に明示的に組み込まれている適合した溝に固定されている。
【００４１】
　さらなる特徴および動作は、本発明のより詳細な特徴を参照することによって理解され
得る。図２から図６までは、切削加工された木材部品の動作上および外観上の特徴を示す
。フレームレール部分１００Ａおよび１００Ｂは、図２および図３に示される輪郭に代表
されるように、レール素材１００から切り取られた留め継ぎ長さである。フレームスプラ
イン部品２００Ａおよび２００Ｂは、図４および図５に示される輪郭に代表されるように
、レール素材２００から切り取られた留め継ぎ長さである。図６は、機械的に接合された
スプラインおよびレールの輪郭を示し、それらの相補的な相互嵌合構造を示している。
【００４２】
　図３は、その表面の一部の上に共形仕上げ層６０を有するフレームレール素材１００の
輪郭の断面図であり、図５は、フレームスプライン素材２００に適用された同様の表面処
理剤を示す。この表面処理剤は、ポリマー、ホイル、紙、複合材料、または他の適切な材
料からなるラップまたはフィルムであり得る。それは熱、接着剤、またはその両方によっ
て切削加工された木材コア材料に取り付けられてもよい。それは任意の色、パターン、ま
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たは態様のものであり得、天然材料をシミュレートするために様々に処理され、テクスチ
ャ加工され、成形され、またはエンボス加工され得る。
【００４３】
　共形層を選択的に適用することによって、図６のようにスプラインおよびレールから組
み立てられた写真フレームが、スプラインとレールが接合されると一貫した仕上げを示す
ことが可能になり、未仕上げの木材表面はフレームアセンブリの目に見える内面に露出さ
れない。
【００４４】
　ここでフレームレール素材１００のレリーフ特徴を参照すると、平らなレール素材ラン
ドは、自動ステープル留め装置を使用して１つまたは複数のＶ字形釘を受け入れるように
考案されている。Ｖ字形釘打機は通常、テーブルに対してフレームを押さえ、定位置にＶ
字型釘を固定する。本発明では、自動Ｖ型釘打機のアンビルは、それが木製レールの高さ
の約半分までテーブルの上に持ち上がるように調整することができ、その結果、ジョイン
トがＶ字形釘によって固定されるときにアンビルはランド上にもたれる。このようにして
、フレームが組み立てられると完全に隠されるＶ字形釘接合部を作ることができる。これ
により、スタンドに取り付けたとき、または背面が見えるように露出されているその他の
状況で、フレームの外観が完成する。
【００４５】
　レール素材１００のレリーフ特徴はさらに、ダド１２０、リテーナリップ１３０、コン
プレッション稜部１４０、および保持溝１５０を含む。図４から図６を参照すると、スプ
ライン停止ランド２１０、スプラインガイド稜部２２０、スプライン係合稜部２３０、ス
プライン圧縮面２４０、スプラインスタック保持面２５０、スプラインバッカー保持リッ
プ２６０、および角度付きスプライン持ち上げ面２７０を含む、共存できる特徴がフレー
ムスプライン素材２００に見られる。
【００４６】
　図６を特に参照することにより、軽く係合した部分のレリーフ機構がガイドとして作用
し、その結果レール素材１００がしっかりと保持され静止しているときに、スプライン素
材２００のスプライン上面２８０に機械的な力を加えることは、レールとスプラインの両
立できる特徴の間に誘導された機械的係合を引き起こす。
【００４７】
　図７から図１５までは、本発明のシステムの動作に関連する部品およびサブアセンブリ
の詳細を示している。図７は、接着剤で固定されたガラス板１０を有する、予め組み立て
られた留め継ぎフレーム６００を示し、フレーム・プレハブ・サブアセンブリ７００を形
成する。
【００４８】
　図８は、中空成形コーナインサート３００の斜視図である。図１３および図１４を同時
に参照することによってより完全に理解されるＬ字形接続稜部３１０は、切削加工された
木材フレーム部分が留め継ぎで交わる各内側位置で溝の短い部分に嵌合する。関連付けら
れた留め継ぎ接合部の内側に向かって傾けられると、コーナインサート３００は幾何学的
に適合する縁部の下の所定の位置に嵌合し、木製フレーム輪郭の内側に慎重に切削加工さ
れる。
【００４９】
　したがって、コーナインサート３００は、最初にコーナインサートをフレームに接合し
、次に組み立てプロセスの２回目以降に、コーナキャップをコーナインサートに接合する
ことを促進する２対のテーパスナップフックを含む。コーナインサート３００の最初の挿
入端部は、Ｌ字形接続稜部３１０、コーナインサート停止面３２０、およびスライドコア
開口部３３０を含む。コーナインサート停止面３２０は、コーナキャップが木製フレーム
の背面と同一平面上の高さに着座することを確実にし、部分縁部３５０をフレームの背面
と実質的に同一平面に配置する。スライドコア開口部３３０は、図５に示すように、内側
スナップ嵌め（係止タブ）３４０の効率的な成形を可能にする。
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【００５０】
　図８は、コーナインサート３００の開放端が部分縁部３５０によって境界を定められて
いることを示している。周縁は完全な正方形を表すのではなく、谷縁部３５５によって画
定された深いノッチによって遮られているので、縁部は部分的であると言われる。谷縁部
３５５によって画定されたノッチは、ポリマー隔壁が撓むことを可能にし、そしてばね力
がコーナインサートを互いに９０°に位置決めされた２つの位置で適所に保持することを
可能にする。この作用は、図１３に示す断面図を参照することによって理解することがで
きる。
【００５１】
　より大きな外側の、隆起して反対側に傾斜したタブ３６０は、それらの共通の頂点に射
出成形型分割線を有するように設計されている。この配置により、金型半体を分割し、二
重傾斜スナップタブをアンダーカットなしに形成することができる。コーナキャップを取
り付けられたコーナインサートに固定するために使用される、２つのより小さい内側傾斜
スナップタブ３４０が、スライドコア開口部３３０の頂部に形成されて示されている。
【００５２】
　図９は、例示的なコーナキャップ４００の下面を示す。中空矩形スタブ４１０は、コー
ナインサート３００の部分縁部３５０に嵌合するように考案されており、コーナインサー
ト３００に形成された内側スナップ嵌め３４０を受け入れるように寸法決めされた凹状戻
り止め４２０を保持する。キットが完全に組み立てられると、Ｌ字形保持壁４３０はマッ
トバッカーボード４０を閉じ込めるように拡大縮小される。キットの最終組み立て中、内
側キャップ面４４０はスプライン素材２００と重なる。キャップ貫通孔４５０が図９およ
び図１０に示されている。図１０はコーナキャップの上面図であり、弾性バンパー５０を
受け入れるように工夫されたキャップ貫通孔４５０を示す。穴は穴の斜面４６０によって
囲まれ、斜面は外側キャップ面４７０によって囲まれる。
【００５３】
　コーナインサート３００およびコーナキャップ４００は両方とも、耐衝撃性ポリスチレ
ン（ＨＩＰＳ）、ナイロン、およびアクリロニトリルブタジエンスチレン（ＡＢＳ）を含
むがこれらに限定されない射出成形ポリマーから容易に製造することができる。業界でよ
く理解されているように、ポリマーは様々に着色され、修飾され、または添加剤で強化さ
れてもよい。コーナインサートおよびコーナキャップの材料は、同じ、類似、または異な
っていてもよい。
【００５４】
　図１１は、例示的な図１に示されているフレームおよび印刷物のサイズに実質的に対応
する印刷物位置合わせ固定具１０００の平面図である。図１１に示される例示的な設計の
ような位置合わせ固定具は、様々な実施形態において、様々な修正を伴って実施され得、
その結果、ある範囲のサイズおよびレイアウトが、ユーザまたはベンダーによって提供さ
れ得る。
【００５５】
　印刷物位置合わせ固定具１０００の特定の特徴は、外側トレイ１０１０、内側トレイ１
０２０、テープロケータ１０３０、指インデント１０４０、指穴１０５０、隆起解放リブ
１０６０、および指示表示パネル１０７０を含む。
【００５６】
　指示表示パネル１０７０は、必要な印刷物およびフレームを識別することができ、関連
材料の使用および取り扱いに関するさらなるガイダンスを選択的に含むことができる。印
刷物位置合わせ固定具１０００の例示的な使用は、図１２に示される分解図に示される。
印刷物２０は、その縁部が内側トレイ１０２０の実質的に相当する周囲に当接するように
配置される。周囲の丸みを帯びた後退した角は、印刷物の角の曲がりまたはほつれを防止
する。両面テープストリップをテープロケータ１０３０と視覚的に位置合わせして貼り付
ける。
【００５７】
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　外側トレイ１０１０は、透明プラスチック支持板３０と実質的に相当するように考案さ
れている。透明プラスチック支持板３０は、外側トレイ１１０の境界内にあり、印刷物に
対して所望の位置関係にある。次に、透明プラスチック支持板３０を両面テープストリッ
プ８０と確実に接触するように押し付けて、印刷物２０と透明プラスチック支持板３０と
が互いに接着されるようにする。
【００５８】
　テープはスプールから取ってもよいが、テープ付着の一般的な実施においてよく理解さ
れ認識されているように、両面に剥離ライナを備え、そしてその用途を助けるためにタブ
またはスリットを備えるプレカットストリップで設けるのがより便利である。本発明の精
神から逸脱することなく、液体、ゼラチン、または半固体、またはエアゾール接着剤を本
明細書に記載のテープの代わりに使用することができる。
【００５９】
　印刷材料、接着剤、および透明バッカー板３０からなるサブアセンブリが積層体に積層
されると、その積層体が位置合わせ固定具から取り外される。指インデント１０４０、解
放穴１０５０、および隆起解放リブ１０６０は、最小限の抵抗で材料の積層体を持ち上げ
るための手段を提供する。穴およびリブは、印刷物の下の気流を許容し、真空接着を失わ
せる一方で、指インデント１０４０は、組み立てられた製品において見える表面に触れる
ことなく積層体を持ち上げることを可能にする。ほこりや指紋が含まれると一般的に修復
を必要とし、必要な組み立てサイクルを大幅に長くすることを理解されたい。
【００６０】
　例えば、１つまたは複数の印刷物を受け入れる１つまたは複数のトレイは、幅または比
率においてであってもよい余地を提供し得、フレームに対して斜めになり、複数の印刷物
を収容し、異なるサイズまたは向きの印刷物を収容し、規則的または不規則なモザイク状
に配置され得るか、または自由形式または任意の形状に配置される。一般に、固定具は、
その任意の実施形態において、関連する幾何学的フレームの形状に対して所望の位置に印
刷物を保持すると理解されるべきである。
【００６１】
　図１３および図１４は、組み立て工程の２段階におけるフレームの内側構造を明らかに
する詳細を示す。図１３では、図は、フレームの留め継ぎコーナの中央およびコーナイン
サート３００の中央を通して切り取られている。ガラスでフレーム・プレハブ・サブアセ
ンブリ７００に接合された予め組み立てられたフレーム６００は、コーナインサート３０
０およびショートレール２００Ａで固定されていた。コーナインサート３００は、Ｌ字形
接続稜部３１０を介してフレームレール内のダド１２０に嵌合することが分かる。
【００６２】
　コーナピースが設置されると、反対側に傾斜したタブ３６０は、効果的にスナップ嵌め
のように、リテーナリップ１３０によって偏向され、次いでリテーナリップを迂回する。
コーナインサート停止面３２０は、適切な深さで挿入を阻止する。それによって、４つの
コーナインサート３００が例示的フレームの４つのコーナのそれぞれに固定される。
【００６３】
　図１４は組み立てられたフレームの部分切り取り図を示す。この図はコーナインサート
の限界で切り取られているので、図８に示すコーナインサートの完全な立面図を含む。組
み立ての順序は、図１および図１２の分解斜視図を同時に参照することによって理解する
ことができる。
【００６４】
　予め組み立てられたフレーム６００は、接着剤７０を用いてガラスおよびフレームが予
め接着されているフレーム・プレハブ・サブアセンブリ７００内に設けられている。印刷
物３０、両面テープストリップ８０、および透明プラスチック支持板３０を含む積層板材
料の積層体は、スタックがガラス表面上に載るようにフレーム内に設置される。印刷物お
よびテープストリップはこの切り取り図の外側にあり、それらの相対位置は特に図１２を
参照することによって理解することができる。
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【００６５】
　４つのスプラインは緩くレールに挿入されている。マットボードバッカーパネル４０は
、スプラインバッカー保持リップ２６０によって受け入れられる。次に、２つの短いスプ
ライン２００Ａおよび２つの長いスプライン２００Ｂを含む４つのスプラインが、後続の
図１７から図２５までに記載されるように、スプライン取り付け固定具２０００およびス
プライン取り付けツール３０００の組み合わせ使用によって定位置に押し付けられる。こ
のプロセスは、ディスプレイ材料の積層体とマットボードバッカーパネル４０の両方を取
り込む。
【００６６】
　各コーナキャップ４００と一体的に形成された各中空矩形スタブ４１０は、そのそれぞ
れのコーナインサート３００内に嵌合し、内側スナップ嵌め３４０および凹状戻り止め４
２０の相応のスケールおよび位置決めを介して取り付けられる。Ｌ字形保持壁４３０は、
マットボードバッカーパネル４０を圧迫し、繊維性パネルの望ましくない撓みを防止する
。内側キャップ面４４０はスプラインを圧迫し、意図しない引き抜きに対してそれらを固
定する。
【００６７】
　図１５は、鋸歯プレート５１０を有する金属ハンガー５００の図である。構造的特徴お
よびハンガーの設置は、図１、図２から図６、および図１６を参照することによってより
完全に理解され得る。金属ハンガー５００は、スプラインバッカー保持リップ２６０と角
度付きスプライン持ち上げ面２７０とを橋渡しすることによって任意の長さのスプライン
素材２００上にクリップ留めするように工夫されている。チャネル５２０はスプラインバ
ッカー保持リップ２６０の下に嵌合する。ハンガーが定位置に押し込まれると、上部チャ
ネルビード５３０はスプライン持ち上げ面２７０の丸みを帯びたセグメントを乗り越え、
設置されたスプラインとしっかりと固定された関係に嵌合する。テンションはハンガーを
横位置にしっかりと保持する。鋸歯プレート５１０は、フレームが壁に取り付けられると
きはいつでもフレームの重心の不均衡が実際上対処され得るように、ねじ、釘、またはハ
ンガーに取り付けるための複数の位置を提供する。フレームは独立していてもよいし、あ
るいはイーゼル、スタンド、または他の補助ディスプレイに選択的に取り付けられてもよ
いので、ハンガーの使用は選択的である。
【００６８】
　図１６は、組の部品が設置された後の印刷物フレームアセンブリ８００の背面の外観を
示す。弾性バンパー５０は、穴の斜面４６０によって貫通穴４５０内に導入され、その結
果、バンパーの頭部は外側キャップ面４７０を圧迫する。外側キャップ面４７０は、未処
理の木材表面および突き合わせたスプラインのあらゆる粗い端部を覆い、それによって完
成したフレームの裏側に整然としてフォーマルで完成した外観を与える。
【００６９】
　本明細書に記載のフレームアセンブリは、組み立てられたキットの速度および品質を向
上させるために、共通の機構を使用する包括的かつ用途の広い印刷物ディスプレイアセン
ブリシステムにおける部品として理解することができる。より広い発明は、モジュール化
された範囲のキット包装されたディスプレイ材料を収容することができる互換性のある保
持および挿入装置を含むと理解されてもよい。
【００７０】
　図１７から図２５に示されているスプライン取り付け固定具２０００は、本発明の包括
的なシステムの先に開示された実施形態との互換性を保ちながら、本出願に記載された印
刷物取り付けシステムと共に適切かつ有利に使用され得る。
【００７１】
　スプライン取り付け固定具２０００は、４つの囲いを含む卓上組み立て補助具であり、
各囲いは別々に垂直位置に持ち上げることができる。固定具は、スプラインがフレームに
挿入されるときに、予め組み立てられたフレームを保持し固定するために使用される。こ
の楔作用は確実な組み立てを確実にするためにかなりの機械的力をしばしば必要とするの
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で、固定具は、衝撃ツールに暗黙のうちに含まれる騒音、損傷または危険なしに相当な力
を与えるツールのための係合特徴も含む。
【００７２】
　プラテン２９００は、本発明に従って組み立てるために予め組み立てられたフレームを
上に配置することができる平坦な基部を提供する。それは、金属、アクリル、スチレン、
ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、ポリカーボネート、アクリロニトリルブタジエンスチレン（
ＡＢＳ）、フェノール樹脂、または他のポリマーもしくは樹脂で作られていてもよい。
【００７３】
　全範囲のフレーム設計とぴったり合うためには、移動可能な囲いの回転中心で、プラテ
ンの周囲がヒンジピン、ピントル、または軸によって占められていないことが必要である
。したがって、本発明の範囲内での使用に最も適した固定具は心なしヒンジを使用する。
心なしヒンジと係止リンク機構とを組み合わせた囲いシステムの構造は、図１７から図２
０に含まれる断面図に示されている。
【００７４】
　図１７は、ベース押出し成形品２１００を示す。図１８は、囲い押出し成形品２２００
を示す。
【００７５】
　図１９および図２０は、これら２つの部品、ならびに２つの追加の長さのアルミニウム
押出し成形品および２つの射出成形ポリマー部品を示し、変位可能な囲いサブアセンブリ
に組み立てられた部品のセットを示す。図１９は、リンク機構押出し成形品２３００のハ
ンドルを上げると囲いが下がり、リンク機構押出し成形品を下げると囲いが上がることを
示している。互換性のある画像は、図２３、図２４、および図２５に示す完全な固定具の
図に示されている。
【００７６】
　ここで図１７に戻ると、ベース押出し成形品２１００は、ベースＴスロット２１１０、
プラテンリッジ２１２０、心なしヒンジフック２１３０、およびねじチャネル２１４０を
含む。囲い押出し成形品２２００を示す図１８では、押出し成形品の特徴は、囲いＴスロ
ット２２１０、半円形ソケット２２２０、心なしヒンジ半リング２２３０、ツールフック
２２４０、および囲い支持面２２５０を含む。囲い垂直延長部２２６０は、ツールフック
２２４０と囲い支持面２２５０とを幾何学的に接続する。
【００７７】
　図１９および図２０に示すように、ベース押出し成形品２１００と囲い押出し成形品２
２００とが相互連結されると、心なしヒンジが形成され、内側容積を妨げることなく部品
を垂直な関係に変位させることが可能になる。図１９および図２０は、移動可能な囲い部
品を制限および作動させるさらなる部品を含む。
【００７８】
　リンク機構押出し成形品２３００は、リンク機構囲いソケット２３１０と、リンク機構
ビーム２３２０と、リンク機構タイバーソケット２３３０と、リンク機構ハンドル２３４
０とを含む。取り付け押出し成形品２４００は、Ｃ字形チャネル２４１０および取り付け
タイバーソケット２１２０を含む。成形囲いカップリング２５００は、囲いカップリング
Ｔ継手２５１０とカップリングリンク機構軸２５２０とを含む。成形タイバー２６００は
、タイバー軸２６１０および２６２０を含む。ベース押出し成形品２１００と囲い押出し
成形品２２００は移動可能に相互連結されている。成形囲いカップリング２５００は、囲
い押出し成形品をリンク機構押出し成形品２２００に移動可能に連結する。リンク機構押
出し成形品２３００は、成形タイバー２６００を介して取り付け押出し成形品に接続され
ている。
【００７９】
　図面から理解されるように、リンク機構内の４つの回転特徴の各々は自由に動くことが
できるが、指定された角度範囲にわたってのみ動くことができる。図示された構成は双安
定動作を提供し、すなわち、囲いは許容角度範囲の各範囲で安全な位置に自然に係止する
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。この特性は、ハンズフリー操作を可能にし、スプラインをフレームに取り付けるために
力が加えられるときに囲いの時期尚早の変位を禁止する。
【００８０】
　直線状アルミニウム押出し成形品は、四半円ベース部品２７００の成形位置決めリッジ
２７１０上に置かれ、ねじチャネル２１４０を使用して成形ベース部分に接合される。ね
じは、パイロット穴２７２０を通って嵌合され、ベース押出し成形品２１００と一体的に
形成されたねじチャネル２１４０にねじ込まれる。ねじ保持フィン２７３０は、ねじがそ
れらの指定されたスロットから持ち上がるのを防止する。
【００８１】
　クリップくぼみ２７４０はツールホルダ２８１０を受け入れるような寸法である。ツー
ルホルダ２８１０は、適合的にメッキされたばね鋼でできており、ツールホルダねじ２８
２０とクリップくぼみ２７４０の共形輪郭との協働作用によって適所に固定されている。
図２２に詳細に示されるように、ベース凹部はスプライン挿入ツール３０００上のノブの
ためのスペースを可能にする。角度付きピン取り付け部２７６０は、各コーナにおいて、
ねじ付きピン２８３０がその関連取り付け部に配置され、取り付け特徴からのその延長が
独立して調整されるように、ベースに形成される。
【００８２】
　取り付けピンは、保護布地ライナを固定具内に位置決めするために使用することができ
る。前述のように、スプライン取り付け固定具２０００は、スプラインの一般的な緊張を
含む、より大きな発明の態様において有用であるように考案されている。本発明の先の実
施形態の動作は、本明細書に詳述されている印刷物取り付けシステムにおける動作と類似
しているが、スプラインが印刷物された布地を閉じ込め引っ張る本発明の変形を含む。こ
れらの位置合わせピンおよび取り付けピンを含めることにより、より大きなグラフィック
アートシステム内の広範囲のフレームと互換的に使用することができるユニバーサル固定
具の実装および配布が可能になる。
【００８３】
　要約すると、布張り用途では、布片を不規則な八角形にトリミングし、八角形の４つの
短辺に沿って４か所で打ち抜き、４つの穴を介して角度付きピンに取り付ける。穴は、パ
ンチのプラテン側に取り付けられたトレイを有するパンチを使用することによって、正確
かつ反復可能に配置することができる。トレイは、短辺の全長に一致する１つの側面と長
辺の略された部分に一致する２つの角度付きストッパとを含む隆起し一体成形された囲い
を有し、それにより布地はトレイ内の一貫した位置に置くことができ、布地は所定の位置
でパンチによって穴を開けることができる。本発明の先の出願によれば、これらの４つの
穴はねじ付きピン２８３０の上に配置することができる。
【００８４】
　本発明のこれらの多様な用途を念頭に置いて、スプライン取り付け固定具２０００の動
作は、図２２に示されるツールの設計、および包括的に図２３から図２５に示される一連
の動作を参照することによってより完全に理解され得る。
【００８５】
　スプライン取り付けツール３０００はツールヘッド３１００を含む。ツールヘッドは、
鋳造、機械加工、または押出しアルミニウムで作ることができるが、他の金属、または任
意の適切な硬質プラスチックで作ることもできる。ツールシャフト３０１０は棒素材から
機械加工することができ、各端部にねじが切られている。手動ツール力がツールに加えら
れるとき、球形ツールノブ３０２０は滑りを防止する。
【００８６】
　ツールヘッドには、オペレータがツールハンドルを介して与える手動の力を伝達する２
つの重要な面がある。ツールヘッド線形ピボット３１１０は、ツールがツールフック２２
４０と自由にかつスライド可能に係合することを可能にする。ツールフック２２４０の拘
束内でツールヘッドを回転させると、本出願および先に参照した出願に記載されているも
ののような、適合寸法のフレーム－スプラインシステムに漸進的な力が加わる。
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【００８７】
　ツールヘッド支持面３１２０は、スプラインのレールへの漸進的な挿入を予想するよう
に工夫されている。したがって、三次元での接触線の必要な力および位置は、ツールのス
トロークにわたって変化し得る。支持面の輪郭は、通常、単純な半径から逸脱し、より一
般的には、楕円形、放物線形、双曲線形、インボリュート形、またはサイクロイド形の輪
郭を有するように工夫され得る。
【００８８】
　スプライン取り付け固定具２０００は、図２３において、囲いがそれらの下降位置にあ
る状態で組み立てられて示されている。４つの成形された四半円ベース部品２７００は同
一であるが、ツールホルダ２８１０を備えるのは１つのみである。ツールホルダは、固定
具が使用されていないときにスプライン取り付けツール３０００の置き忘れを防ぐために
使用される。この図では、４つすべてのリンク機構押出し成形品２３００がそれらの上昇
位置にあり、囲いをそれらの下降位置に配置し、そしてホッパー様形状をもたらす。この
位置で、固定具は予め組み立てられたフレームを受けて位置決めすることができる。
【００８９】
　高められたリンク機構押出し成形品を押し下げると、囲いはそれらの隆起した位置を得
るように誘導される。囲い垂直延長部２２６０は、予め組み立てられたフレームを捕捉す
る（詳細を明確にするために、図２３から図２５には示されていない）。この時点で、ス
プラインはレールに緩く挿入され、ツールヘッド線形ピボット３１１０はツールフック２
２４０と摺動可能に係合し、ツールハンドルを下方に回転させ、その結果ツールヘッド支
持面３１２０がスプラインとレールの相対位置が図６に示すものに近似するまでスプライ
ンを押す。スプライン取り付けツール３０００を参照することによって理解されるように
、各囲いに沿って位置を変え、スプラインがレールの後部と実質的に同一平面になるまで
圧力を加えることができる。
【００９０】
　この固定具は、本明細書に記載されているシャドーボックスに取り付けた印刷物フレー
ム設計と互換的に使用することができる。それはまた、スプラインの作用によって予め組
み立てられたフレームのレールの上に布が張られているフレームと互換性がある。この場
合、布の折り目の穿孔は、４つの角度を付けられた調整可能なピンの上に配置され、囲い
垂直延長部２２６０は布の折り畳みを助ける。次いで、固定具および適合設計されたツー
ルを使用してスプラインを挿入し、フレームを取り外し、先の実施形態で説明したように
、カードまたはブレードなどの任意の薄い装置を使用してコーナプリーツを留め継ぎコー
ナに変える。
【００９１】
　本発明から逸脱することなく、合成材料、ポリマー材料、複合材料、または金属材料を
、図に示された切削加工木材素材の代わりに使用することができる。エアゾール、表面テ
クスチャ加工、スペーサ、つや消し剤、タルクまたはコーンスターチなどの粉末、静電気
除去剤または促進剤などの処理はすべて本発明の範囲内であり、本発明の様々な実施形態
、修正形態、および改良形態も考えられる。
【００９２】
　図１に示される本発明のバージョン、および本明細書内の本発明の後続の描写において
、完成したフレームは、正面または背面から見た場合に関係なく、レールおよびスプライ
ンが整然として一貫した仕上がりを提供し、レールおよびスプラインは共形カバーを適用
することで完全に適合するように作製することができ、互換性のある位置合わせおよびア
センブリ固定具を使用することでアセンブリを迅速かつ確実に実現でき、アセンブリシス
テムは完全に可逆的であり、それにより材料の無駄と労力の両方を削減でき、２つの異な
る色またはパターンをマットボードバッカーに含めることができ、１つの統合システムを
使用して、１つの印刷物または一連の印刷物を多様で好ましい方法で取り付けることがで
き、最終製品を信頼性の高い魅力的なパッケージでエンドユーザに提供できることが理解
されよう。
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【００９３】
　図面中の類似の数字は、いくつかの図面を通して類似の要素を表し、図面を参照して説
明および図示されたすべての部品および／または段階は、すべての実施形態または構成に
必要とされるわけではない。
【００９４】
　本明細書で使用される用語は、特定の実施形態を説明することのみを目的としており、
本開示を限定することを意図するものではない。本明細書で使用されるとき、単数形「ａ
」、「ａｎ」および「ｔｈｅ」は、文脈が明らかにそうでないことを示さない限り、複数
形も含むことを意図している。本明細書で使用されるとき、用語「備える」および／また
は「含む」は、記載された特徴、整数、段階、動作、要素、および／または部品の存在を
特定するが、１つまたは複数の他の特徴、整数、段階、動作、要素、部品、および／また
はそれらのグループの存在または追加を排除しないことが理解される。
【００９５】
　また、本明細書で使用されている表現および用語は説明を目的としており、限定と見な
されるべきではない。本明細書における「備える」、「含む」、「有する」、「構成され
る」、「含有する」、およびそれらの変形の使用は、その後に列挙される項目およびその
等価物、ならびに追加の項目を包含することを意味する。
【００９６】
　上記の主題は例示としてのみ提供されており、限定として解釈されるべきではない。本
明細書に記載された主題に対して、例示され説明された例示的な実施形態および応用例に
従わずに、および添付の特許請求の範囲に記載される本開示の真の精神および範囲から逸
脱することなく、様々な修正および変更がなされ得る。

【図１】 【図２】
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